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　もう8月中旬だというのに、今日も朝から雨が降っている。
日本の経済不況もいつ改善するか見通しが立たない。不況は
とうとう医療の世界にまで押し寄せてきた。こういつた状況
の中で、我々が医学の進歩のためにどのような研究方法を用
いられるのか、もう一度考えてみる時期に来ているように思
う。
　私が留学した20年前、英国は経済的に困窮した時期であっ
た。その中で研究資金を限られた分野に投下して、そこでは世
界的な評価を受けることの出来る研究を行っていた。また数
少ない専門施設に患者を集めるという国の医療システムのた
め、それほど研究費を必要としないきわめて多数例の水準の
高い臨床研究も行われていた。その中では20年、30年と長期
に継続されているものもあった。臨床研究は現在高い評価が
受けにくいが、この英国の臨床研究も、我々の大学の一つの方
向性を示しているのかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星加　明徳　記）
1．庶務報告
○第151回総会（平成15年6月7日土曜日）開催報告
当番教室：薬理学講座、内科学第四講座
その他：一般演題のパネル発表形式
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　　　　　　　　3．臨床懇話会報告
　　　　　　　　　1）開催報告
　　　　　　　　　　　第330回　（15．04．24）
　　＊各座長による医学会奨励賞の推薦数は9編であった。
○第152回総会（平成15年11月2日土曜日）開催予定
　当番教室：生化学講座、泌尿器科学講座
　その他：シンポジウムの予定
　特別講演：井坂恵一　産科婦人科主任教授
○投稿論文奨励賞の推薦数は16編であった。
2．編集報告
　1）61巻4号：再校正印刷中
　　　61巻5号：投稿募集中
　　　61巻6号：投稿募集中
　　　62巻1号：投稿募集中
　　　61巻特別号：初校正印刷中
　2）編集状況報告（事務局）
　　＊修正のため著者へ返却後、長日数に渡って再投稿がな
　　　い場合は1年間の猶予後、再投稿の意志無しと見なす
　　　こととした。
　3）内野編集幹事の医学会副会長就任に伴い空席であった、
　　　編集幹事に松宮編集委員の就任が承認された。
放射線医学　　赤田　壮市講師（61巻5号掲載）
第331回（15．05．22）
麻酔科学 亀山　佳之講師（61巻6号掲載）
第332回　（15．06．24）
脳神経外科　　三木　　保助教授（61巻6号掲載）
　　第333回（15．07．22）
　　　八王子・救命救急部
2）開催予定
池田　一美講師
第334回（15．10．未定）泌尿器科学
4．審議事項
　1）医学会細則改正について
　　5月29日開催評議員会にて留学生の会費免除について
　承認されたが、これに伴い医学会細則第2章の改正を行
　うことについて審議され承認された。
2）東医大誌配布方法の見直しについて
　　5月29日開催評議員会にて継続議題と提議された支出
　削減を図る方法として、東医大誌の配布方法の見直しが
　検討された。
　＊医学会負担雑誌発行費の削減を図るためにオンライン
　　ジャーナル化を前提に、種々討議された。この結果、会
　　費未納状況の経過観察、ジャーナル化における会員へ
　　の周知方法等、今後の継続審議とすることとした。
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